
　いよいよ平成 35 年春に北陸新幹線が敦賀まで開通し、あわら市にも新しい「新幹線駅」が
誕生します。平成 27 年３月の北陸新幹線金沢開業では、新幹線を利用して富山県や石川県に
多くの来訪者が訪れ、その高い経済効果が認められています。本市では、50 年に１回といわ
れるこの大きなチャンスを最大限に生かして、あわらの地域ブランドを確立するとともに、
市民の皆さんに愛され、市内外の人が訪れたくなるような芦原温泉駅周辺の整備を行ってい
きたいと考えています。
　このため、その推進組織として、７月 12 日に「あわら市地域ブランド戦略会議」を立
ち上げ、会議の下部組織として「ブランド専門部会」と「芦原温泉駅まちづくりデザイン
部会」を置き、次の 2 つの事業を行うこととしています。

～平成 35 年春・北陸新幹線芦原温泉駅開業に向けて～

　①地域ブランド確立事業

　②芦原温泉駅まちづくりデザイン事業

　「あわら市の誇り・宝」や「あわら市の未来の姿」を象徴する地域ブランドを確立し、これを柱に移住・
定住の推進や観光誘客、新たな企業の誘致、新商品・特産品開発など、市民や企業に活力をもたらすま
ちづくりを進めます。
　ブランド確立に当たっては、全世帯を対象とした「あわらの未来づくりアンケート」などを実
施し、皆さんの声を広く反映します。

　地域ブランド確立事業で確立する地域ブランドを基本として、北陸新幹線の県内延伸に向けた芦原
温泉駅周辺のまちづくりデザインを作り上げます。
　具体的には、全国的に著名な３組のデザイナーに市民の皆さんの声を反映したデザインを描いても
らい、今秋に公開プレゼンテーションを実施し、市民投票で決定することを予定しています。

ブランド専門部会

芦原温泉駅まちづくりデザイン部会

ワークショップの参加者を募集します

あわらの地域ブランドづくり始めます！

　将来の芦原温泉駅周辺のまちづくりデザイン（理想像）を描くデザ
イナー３組への要望を行うワークショップを開催します。
と　き　８月 29 日 ( 月 )　19 時～ 21 時 30 分
ところ　ａキューブ
内　容　「将来、JR 芦原温泉駅周辺がどのようになったらいいか」についての話し合い

※参加者数が多い場合は、一人あたりの時間を制限して行う場合もあります。
申込み　【期限】８月 26 日 ( 金 )

電話またはメールにて事前の申込み（氏名・連絡先）をお願いします。
問合せ　政策課　☎ 73-8005　  seisaku@city.awara.lg.jp 

　農業委員会法の改正により、農業委員の選出方法が公選制から市町村長の任命制に変更になり、委員数も 26 人
から 16 人に変更となりました。
　７月１日、市役所にて農業委員任命書交付式が行われ、引き続き臨時総会を行い、会長・会長職務代理者の選出
を行いました。

　この度、農業委員会臨時総会におきまして、委員各位のご推挙により会長に就任いたしま
した。誠に身に余る光栄であり、重責を全うし大任を果たしたいとの思いを新たにしており
ます。
　さて、日ごろは農業委員会の業務にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　現在の農村を取り巻く情勢は、農業者の高齢化や担い手の減少、遊休農地の拡大、ＴＰＰ（環
太平洋パートナーシップ）協定大筋合意など、農業経営は極めて厳しい状況となってきてお
ります。農業委員会といたしましては、さまざまな情報を地域に周知し、農業者とのパイプ
役として現場の声に耳を傾けながらあわら市の農業発展に向け、委員一丸となって取り組ん
でまいりますので、今後とも、より一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。

会長就任のごあいさつ

氏　名 行政区 担当地区
出店　　学 二面温泉 二面
澤田　宗男 牛山 牛山、松影、国影、井江葭、横垣、舟津
近藤　清美 布目 重義、番田、田中々、堀江十楽、布目
徳丸　健一 中番 轟木、新田、東善寺、谷畠、根上り、上番、仏徳寺、中番
林　清一郎 中浜 河間、宮前公文、北本堂、角屋、中浜、下番、玉木
荒井　正幸 北潟西 北潟西、赤尾
福島　政男 富津 北潟東、富津、浜坂
南坂　覚則 波松 波松、城
堂下　満栄 十三 城新田、十三、番堂野
澤崎　直明 古 新、古、新用、馬場、北稲越、坂ノ下、千束
田川 由佳代 清間 伊井、南稲越、河原井手、池口
龍田　清成 清間 古屋石塚、桑原、清間、矢地、菅野、御簾尾

加藤　秀信 瓜生
中川、東田中、瓜生、南疋田、北疋田、次郎丸、北、北野、笹岡、熊坂、下金屋、畝市野々、
牛ノ谷

志田　　宏 椚 前谷、上野、東山、後山、清滝、鎌谷、椚、権世、権世市野々
黒田　　哲 山十楽 山室、高塚、清王、山西方寺、柿原、山十楽、嫁威
冨田 毅矩男 指中 滝、青ノ木、宮谷、坂口、蓮ケ浦、細呂木、橋屋、樋山、指中、沢、吉崎

（任期　平成 28 年７月１日から平成 31 年６月 30 日まで）

農業委員と担当地区

　農地利用最適化推進委員とは、農業委員会法の改正により新たに設置するもので、農地の利用集積・集約の促進
や耕作放棄地の発生防止が重点業務になります。
　農業委員会として、10 人の委員を委嘱しました。

あわら市農業委員会
会長　冨田 毅矩男

新農業委員紹介新農業委員紹介

農地利用最適化推進委員の紹介

芦原地区 佐々木　信孝
（井江葭）

伊藤　久信
（新田）

伊藤　守男
（上番）

坪田　了一
（赤尾）

金津地区 水上　信夫
（坂ノ下）

中嶋　隆愛
（伊井）

三上　忠治
（熊坂）

宗石　光雄
（後山）

辻　　博信
（高塚）

丸谷　浩二
（細呂木）

問合せ　農林水産課　☎ 73-8024
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